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構造と動作
クラッチは、ロータと一体になったクラッチ

ハブのスプラインにインナディスク、アウタデ
ィスク及びレリーズばねを交互に入れ、最後に
アーマチュアを組込んだもので、フィールドは
クラッチハブに玉軸受で支持されています。ア
ウタディスク外周のラグ部にカップリングをセ
ットして動力を取り出します。
ブレーキはロータハブにアウタディスク、レ

リーズばねとインナディスクを交互に入れ最後

にアーマチュアをセットしたもので、アウタデ
ィスクのラグ部にフィールドのカップリング部
がかん合しています。
コイルに通電するとフィールド、ロータ、デ

ィスク及びアーマチュアに磁束が流れ、アーマ
チュア及びディスクがロータに吸引され、クラ
ッチは連結します。励磁を切るとレリーズばね
によりディスクは分離し、クラッチは解放しま
す。ブレーキの動作も同様です。
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